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○
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○
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…
…
…
…
…
…
…
…
…
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○
学
校
職
員
の
管
理
職
員
特
別
勤
務
手
当
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
…
…
…
…
…
…
��

○
学
校
職
員
の
勤
勉
手
当
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
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○
義
務
教
育
等
教
員
特
別
手
当
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
��

訓

令
（
教
）

○
東
京
都
公
立
学
校
に
お
け
る
再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員
の
勤
務
時
間
に
関
す
る
規
程
の
一
部

改
正
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
��

○
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
日
、
休
暇
等
に
関
す
る
規
程
の
一
部
改
正
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
��

○
職
員
の
勤
務
時
間
等
に
関
す
る
規
程
の
一
部
改
正
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
��

○
職
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る
規
程
の
一
部
改
正
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
��

○
給
料
の
特
別
調
整
額
に
関
す
る
規
程
の
一
部
改
正
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
��

○
教
育
関
係
職
員
の
旅
費
支
給
規
程
の
一
部
改
正
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
��

○
地
方
公
務
員
法
第
五
十
七
条
に
規
定
す
る
単
純
な
労
務
に
雇
用
さ
れ
る
職
員
の
旅
費
規
程
の

一
部
改
正
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
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訓

令
（
議
）

○
職
員
の
給
与
に
関
す
る
規
程
の
一
部
改
正
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
��

○
地
方
公
務
員
法
第
五
十
七
条
に
規
定
す
る
単
純
な
労
務
に
雇
用
さ
れ
る
職
員
の
旅
費
規
程
の

一
部
改
正
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
��

○
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
憩
時
間
等
に
関
す
る
規
程
の
一
部
改
正
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
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規

則

非
常
勤
職
員
の
報
酬
、
費
用
弁
償
及
び
期
末
手
当
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規

則
を
公
布
す
る
。

令
和
四
年
六
月
二
十
二
日

東
京
都
知
事

小

池

百
合
子

◉
東
京
都
規
則
第
百
四
十
九
号

非
常
勤
職
員
の
報
酬
、
費
用
弁
償
及
び
期
末
手
当
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を

改
正
す
る
規
則

非
常
勤
職
員
の
報
酬
、
費
用
弁
償
及
び
期
末
手
当
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則
（
平
成
二
十
七
年
東
京

都
規
則
第
八
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

附
則
第
二
項
第
一
号
中
「
又
は
病
院
経
営
本
部
」
を
削
り
、
「
治
療
、
看
護
」
を
「
検
体
採
取
、
移
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送
」
に
改
め
る
。

附

則

１

こ
の
規
則
は
、
令
和
四
年
七
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

２

こ
の
規
則
の
施
行
の
日
前
に
、
こ
の
規
則
に
よ
る
改
正
前
の
非
常
勤
職
員
の
報
酬
、
費
用
弁
償
及

び
期
末
手
当
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則
附
則
第
二
項
第
一
号
に
規
定
す
る
業
務
に
従
事
し
た
こ
と
に

よ
り
支
給
す
る
こ
と
と
な
っ
た
給
与
条
例
第
十
三
条
に
規
定
す
る
特
殊
勤
務
手
当
に
相
当
す
る
報
酬

で
、
同
日
以
後
に
支
給
す
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

職
員
の
退
職
手
当
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
公
布
す
る
。

令
和
四
年
六
月
二
十
二
日

東
京
都
知
事

小

池

百
合
子

◉
東
京
都
規
則
第
百
五
十
号

職
員
の
退
職
手
当
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

職
員
の
退
職
手
当
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則
（
昭
和
三
十
一
年
東
京
都
規
則
第
百
十
六
号
）
の
一
部

を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
五
条
第
一
項
第
三
号
を
削
り
、
同
項
第
四
号
中
「
（
前
号
に
掲
げ
る
者
に
あ
つ
て
は
六
十
歳
）
」

を
削
り
、
同
号
を
同
項
第
三
号
と
し
、
同
項
第
五
号
を
同
項
第
四
号
と
す
る
。

第
六
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

２

警
察
法
（
昭
和
二
十
九
年
法
律
第
百
六
十
二
号
）
第
五
十
六
条
の
四
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
任
命

（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
特
定
任
命
」
と
い
う
。
）
に
よ
り
職
員
と
な
つ
た
後
退
職
し
た
者
に
係

る
前
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
項
中
「
同
項
第
二
号
に
規
定
す
る
在
職
期
間
（
公
営
企
業

職
員
と
し
て
の
在
職
期
間
に
限
る
。
）
」
と
あ
る
の
は
、
「
同
項
第
二
号
に
規
定
す
る
在
職
期
間

（
警
察
法
（
昭
和
二
十
九
年
法
律
第
百
六
十
二
号
）
第
五
十
六
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
特
定
地

方
警
務
官
と
し
て
の
在
職
期
間
（
特
定
任
命
に
よ
り
職
員
と
な
つ
た
日
の
前
日
に
限
る
。
）
」
と
読

み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

付
則
第
三
条
第
一
項
第
二
号
中
「
（
昭
和
二
十
九
年
法
律
第
百
六
十
二
号
）
」
を
削
る
。

付
則
に
次
の
四
条
を
加
え
る
。

第
十
四
条

第
五
条
第
一
項
に
規
定
す
る
そ
の
者
の
非
違
に
よ
る
こ
と
な
く
勧
奨
を
受
け
て
退
職
し
た

者
に
係
る
同
項
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
当
分
の
間
、
同
項
中

「
三

在
職
期
間
が
二
十
年
以
上
の
職
員
で
あ
つ
て
、
会
計
年
度
の
末
日
の
年
齢
が
五
十
五
歳
以
上

五
十
八
歳
未
満
で
退
職
し
た
も
の

四

在
職
期
間
が
二
十
五
年
以
上
の
職
員
で
あ
つ
て
、
会
計
年
度
の
末
日
の
年
齢
が
五
十
歳
以
上

五
十
五
歳
未
満
で
退
職
し
た
も
の
」

と
あ
る
の
は
、

「
三

在
職
期
間
が
二
十
年
以
上
の
職
員
で
あ
つ
て
、
会
計
年
度
の
末
日
の
年
齢
が
五
十
五
歳
以
上

五
十
八
歳
（
第
五
号
に
掲
げ
る
者
に
あ
つ
て
は
六
十
歳
）
未
満
で
退
職
し
た
も
の

四

在
職
期
間
が
二
十
五
年
以
上
の
職
員
で
あ
つ
て
、
会
計
年
度
の
末
日
の
年
齢
が
五
十
歳
以
上

五
十
五
歳
未
満
で
退
職
し
た
も
の

五

職
員
の
定
年
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
（
令
和
四
年
東
京
都
条
例
第
七
十

五
号
）
に
よ
る
改
正
前
の
職
員
の
定
年
等
に
関
す
る
条
例
（
昭
和
五
十
九
年
東
京
都
条
例
第
四

号
）
第
三
条
第
一
号
か
ら
第
三
号
ま
で
に
規
定
す
る
職
員
で
あ
つ
て
、
会
計
年
度
の
末
日
の
年

齢
が
六
十
歳
以
上
で
退
職
し
た
も
の
」

と
す
る
。

第
十
五
条

当
分
の
間
、
条
例
付
則
第
三
十
三
条
第
一
項
た
だ
し
書
に
規
定
す
る
東
京
都
規
則
で
定
め

る
場
合
は
、
次
に
掲
げ
る
場
合
を
い
う
。

一

条
例
付
則
第
三
十
三
条
第
二
項
に
規
定
す
る
特
別
特
定
減
額
前
給
料
月
額
（
以
下
「
特
別
特
定

減
額
前
給
料
月
額
」
と
い
う
。
）
が
存
し
な
い
場
合

二

特
別
特
定
減
額
前
給
料
月
額
又
は
条
例
付
則
第
三
十
三
条
第
二
項
に
規
定
す
る
七
割
措
置
前
給

料
月
額
（
以
下
「
七
割
措
置
前
給
料
月
額
」
と
い
う
。
）
が
退
職
の
日
に
お
け
る
そ
の
者
の
給
料

月
額
以
下
で
あ
る
場
合

三

特
別
特
定
減
額
前
給
料
月
額
と
七
割
措
置
前
給
料
月
額
と
が
同
額
で
あ
る
場
合

第
十
六
条

当
分
の
間
、
条
例
付
則
第
三
十
七
条
各
号
に
規
定
す
る
東
京
都
規
則
で
定
め
る
額
は
、
次

に
掲
げ
る
者
の
区
分
に
応
じ
、
次
の
各
号
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
規
定
中
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
額

と
す
る
。

一

職
員
の
給
料
の
調
整
額
に
関
す
る
規
則
の
適
用
を
受
け
た
者
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条
例
付
則
第
三
十

七
条
第
一
号

特
定
日
の
前
日
ま
で
の
期
間
に
お
い
て
調
整
額
を
受
け
て
い
た
時
の
職
員
の

給
料
の
調
整
額
に
関
す
る
規
則
第
二
条
第
二
項
の
区
分
に
相
当
す
る
退
職
の

日
に
お
け
る
区
分
に
対
応
す
る
特
定
日
の
前
日
に
職
員
が
受
け
て
い
る
と
仮

定
し
た
場
合
の
調
整
額
の
金
額

条
例
付
則
第
三
十

七
条
第
二
号

特
定
日
以
後
の
期
間
に
お
い
て
調
整
額
を
受
け
て
い
た
時
の
職
員
の
給
料
の

調
整
額
に
関
す
る
規
則
第
二
条
第
二
項
の
区
分
に
相
当
す
る
退
職
の
日
に
お

け
る
区
分
に
対
応
す
る
退
職
の
日
に
お
け
る
調
整
額
の
金
額
（
同
規
則
附
則

第
二
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
場
合
は
、
当
該
規
定
に
よ
り
計
算
し
て
得

た
額
）

二

学
校
職
員
の
給
料
の
調
整
額
に
関
す
る
規
則
の
適
用
を
受
け
た
者

条
例
付
則
第
三
十

七
条
第
一
号

特
定
日
の
前
日
ま
で
の
期
間
に
お
い
て
調
整
額
を
受
け
て
い
た
時
の
職
務
の

級
の
区
分
に
相
当
す
る
退
職
時
に
お
け
る
職
務
の
級
の
区
分
に
対
応
す
る
特

定
日
の
前
日
に
職
員
が
受
け
て
い
る
と
仮
定
し
た
場
合
の
学
校
職
員
の
給
料

の
調
整
額
に
関
す
る
規
則
第
三
条
に
定
め
る
額

条
例
付
則
第
三
十

七
条
第
二
号

特
定
日
以
後
の
期
間
に
お
い
て
調
整
額
を
受
け
て
い
た
時
の
職
務
の
級
の
区

分
に
相
当
す
る
退
職
時
に
お
け
る
職
務
の
級
の
区
分
に
対
応
す
る
退
職
の
日

に
お
け
る
学
校
職
員
の
給
料
の
調
整
額
に
関
す
る
規
則
第
三
条
に
定
め
る
額

（
同
規
則
付
則
第
五
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
場
合
は
、
当
該
規
定
に
よ

り
計
算
し
て
得
た
額
）

三

警
視
庁
職
員
の
給
料
の
調
整
額
の
支
給
に
関
す
る
規
程
の
適
用
を
受
け
た
者

条
例
付
則
第
三
十

七
条
第
一
号

特
定
日
の
前
日
ま
で
の
期
間
に
お
い
て
調
整
額
を
受
け
て
い
た
時
の
警
視
庁

職
員
の
給
料
の
調
整
額
の
支
給
に
関
す
る
規
程
第
二
条
の
表
に
規
定
す
る
職

員
の
範
囲
に
相
当
す
る
退
職
の
日
に
お
け
る
職
員
の
範
囲
に
対
応
す
る
特
定

日
の
前
日
に
職
員
が
受
け
て
い
る
と
仮
定
し
た
場
合
の
調
整
額
の
金
額
（
職

務
の
級
の
区
分
に
応
じ
て
金
額
が
定
め
ら
れ
て
い
る
場
合
は
、
調
整
額
を
受

け
て
い
た
時
の
職
務
の
級
の
区
分
に
相
当
す
る
退
職
の
日
に
お
け
る
区
分
に

対
応
す
る
特
定
日
の
前
日
に
職
員
が
受
け
て
い
る
と
仮
定
し
た
場
合
の
金

額
）

条
例
付
則
第
三
十

七
条
第
二
号

特
定
日
以
後
の
期
間
に
お
い
て
調
整
額
を
受
け
て
い
た
時
の
警
視
庁
職
員
の

給
料
の
調
整
額
の
支
給
に
関
す
る
規
程
第
二
条
の
表
に
規
定
す
る
職
員
の
範

囲
に
相
当
す
る
退
職
の
日
に
お
け
る
職
員
の
範
囲
に
対
応
す
る
退
職
の
日
に

お
け
る
調
整
額
の
金
額
（
職
務
の
級
の
区
分
に
応
じ
て
金
額
が
定
め
ら
れ
て

い
る
場
合
は
、
調
整
額
を
受
け
て
い
た
時
の
職
務
の
級
の
区
分
に
相
当
す
る

退
職
の
日
に
お
け
る
区
分
に
対
応
す
る
退
職
の
日
に
お
け
る
金
額
）
（
同
規

程
附
則
第
二
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
場
合
は
、
当
該
規
定
に
よ
り
計
算

し
て
得
た
額
）

第
十
七
条

条
例
付
則
第
三
十
八
条
第
一
項
第
一
号
に
規
定
す
る
東
京
都
規
則
で
定
め
る
額
は
、
特
定

日
の
前
日
に
お
け
る
そ
の
者
の
教
職
調
整
額
（
特
定
日
以
後
に
給
料
月
額
の
改
定
を
す
る
条
例
等
が

制
定
さ
れ
た
場
合
に
あ
つ
て
は
、
当
該
改
定
後
の
給
料
月
額
（
そ
の
額
が
特
定
日
の
前
日
に
お
け
る

そ
の
者
の
給
料
月
額
を
超
え
る
場
合
を
除
く
。
）
を
用
い
て
計
算
し
て
得
た
そ
の
者
の
教
職
調
整

額
）
と
す
る
。

附

則

こ
の
規
則
は
、
令
和
五
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

東
京
都
都
税
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
公
布
す
る
。

令
和
四
年
六
月
二
十
二
日

東
京
都
知
事

小

池

百
合
子

◉
東
京
都
規
則
第
百
五
十
一
号

東
京
都
都
税
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

東
京
都
都
税
条
例
施
行
規
則
（
昭
和
二
十
五
年
東
京
都
規
則
第
百
二
十
六
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う

に
改
正
す
る
。

第
十
二
条
の
四
第
二
項
中
「
第
十
条
第
二
号
」
を
「
第
十
一
条
第
一
項
」
に
改
め
る
。

第
四
十
条
の
八
の
四
第
二
項
中
「
第
七
十
三
条
の
二
十
五
第
三
項
」
を
「
第
七
十
三
条
の
二
十
五
第

二
項
」
に
改
め
る
。

別
記
第
二
十
二
号
の
四
様
式
中
「課

税
標
準

」
を
「課

税
標
準
等

」
に
、
「税

額

」
を
「税

額
等

」

に
改
め
、
「理

由

」
の
次
に
「、

請
求
に
至
つ
た
事
情
の
詳
細

」
を
加
え
、
同
様
式
備
考
中
２
を
３
と

し
、
１
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

２
令
和
４
年
１２月

３１日
以
後
に
終
了
す
る
事
業
年
度
分
の
法
人
の
事
業
及
び
令
和
４
年
以
後
の
年

分
の
個
人
の
事
業
（
同
日
前
に
廃
止
さ
れ
た
個
人
の
事
業
を
除
く
。
）
に
対
し
て
課
す
べ
き
事
業

所
税
（
事
業
所
税
以
外
の
都
税
に
つ
い
て
は
、
同
日
後
に
そ
の
納
税
義
務
又
は
特
別
徴
収
義
務
が

成
立
す
る
当
該
都
税
）
に
係
る
更
正
請
求
書
と
し
て
用
い
る
場
合
に
は
、
「
更
正
の
請
求
前
」
の

欄
中
「
課
税
標
準
等
」
は
記
載
せ
ず
、
「
税
額
等
」
に
は
、
納
付
し
、
又
は
納
入
す
べ
き
税
額
を
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記
載
す
る
こ
と
。

別
記
第
二
十
二
号
の
五
様
式
中
「課

税
標
準
額

」
を
「課

税
標
準
等

」
に
、
「税

額

」
を
「税

額

等
」
に
、

「

」
を

「

」
に

改
め
、
同
様
式
備
考
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

３
令
和
５
年
１
月
１
日
以
後
に
特
別
徴
収
義
務
が
成
立
す
る
都
民
税
の
利
子
割
、
配
当
割
又
は
株

式
等
譲
渡
所
得
割
に
係
る
更
正
請
求
書
と
し
て
用
い
る
場
合
に
は
、
「
更
正
の
請
求
前
」
及
び

「
差
引
額
」
の
欄
中
「
課
税
標
準
等
」
は
記
載
せ
ず
、
「
税
額
等
」
に
は
、
納
入
す
べ
き
税
額
を

記
載
す
る
こ
と
。

別
記
第
四
十
一
号
の
二
様
式
（
甲
）
備
考
１
、
第
四
十
一
号
の
二
様
式
（
乙
）
備
考
１
及
び
第
四
十

一
号
の
二
の
二
様
式
備
考
１
中
「と

し
、
第
４１号

様
式
（
乙
）
の
申
告
書
を
提
出
す
る
際
、
併
せ
て
提

出
す
る
こ
と

」
を
削
る
。

別
記
第
四
十
四
号
の
二
様
式
記
載
要
領
２
中
「、

条
例
第
４５条

第
１
項
又
は
第
２
項
の
規
定
に
よ
り

申
告
す
る
際
、
併
せ
て

」
を
削
り
、
「場

合
に
は

」
を
「と

き
は

」
に
改
め
る
。

別
記
第
五
十
二
号
様
式
（
甲
）
及
び
同
様
式
（
乙
）
中
「第

７３条
の
１８第

３
項

」
を
「第

７３条
の
１８

第
４
項

」
に
改
め
る
。

附

則

１

こ
の
規
則
は
、
令
和
五
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
規
定
は
、

当
該
各
号
に
定
め
る
日
か
ら
施
行
す
る
。

一

第
十
二
条
の
四
第
二
項
の
改
正
規
定

令
和
四
年
十
月
一
日

二

別
記
第
二
十
二
号
の
四
様
式
及
び
第
二
十
二
号
の
五
様
式
の
改
正
規
定
並
び
に
附
則
第
四
項
の

規
定

令
和
四
年
十
二
月
三
十
一
日

２

こ
の
規
則
に
よ
る
改
正
後
の
東
京
都
都
税
条
例
施
行
規
則
の
規
定
中
不
動
産
取
得
税
に
関
す
る
部

分
は
、
こ
の
規
則
の
施
行
の
日
以
後
の
不
動
産
の
取
得
に
対
し
て
課
す
べ
き
不
動
産
取
得
税
に
つ
い

て
適
用
し
、
同
日
前
の
不
動
産
の
取
得
に
対
し
て
課
す
る
不
動
産
取
得
税
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前

の
例
に
よ
る
。

３

こ
の
規
則
の
施
行
の
際
、
こ
の
規
則
に
よ
る
改
正
前
の
東
京
都
都
税
条
例
施
行
規
則
別
記
第
四
十

一
号
の
二
様
式
（
甲
）
、
第
四
十
一
号
の
二
様
式
（
乙
）
、
第
四
十
一
号
の
二
の
二
様
式
、
第
四
十

四
号
の
二
様
式
、
第
五
十
二
号
様
式
（
甲
）
及
び
同
様
式
（
乙
）
に
よ
る
用
紙
で
、
現
に
残
存
す
る

も
の
は
、
所
要
の
修
正
を
加
え
、
な
お
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

４

附
則
第
一
項
第
二
号
に
掲
げ
る
改
正
規
定
の
施
行
の
際
、
当
該
改
正
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
東
京

都
都
税
条
例
施
行
規
則
別
記
第
二
十
二
号
の
四
様
式
及
び
第
二
十
二
号
の
五
様
式
に
よ
る
用
紙
で
、

現
に
残
存
す
る
も
の
は
、
所
要
の
修
正
を
加
え
、
な
お
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

東
京
都
宿
泊
税
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
公
布
す
る
。

令
和
四
年
六
月
二
十
二
日

東
京
都
知
事

小

池

百
合
子

◉
東
京
都
規
則
第
百
五
十
二
号

東
京
都
宿
泊
税
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

東
京
都
宿
泊
税
条
例
施
行
規
則
（
平
成
十
四
年
東
京
都
規
則
第
百
八
十
五
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う

に
改
正
す
る
。

別
記
第
十
号
の
二
様
式
中
「理

由

」
の
次
に
「、

請
求
に
至
っ
た
事
情
の
詳
細

」
を
加
え
、
同
様
式

備
考
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

備
考
１

こ
の
様
式
は
、
宿
泊
税
に
係
る
法
第
２０条

の
９
の
３
第
３
項
に
規
定
す
る
更
正
請
求
書
と

し
て
用
い
る
こ
と
。



（増刊 54）東 京 都 公 報令和4年6月22日（水曜日）５

２
令
和
５
年
１
月
１
日
以
後
に
特
別
徴
収
義
務
が
成
立
す
る
宿
泊
税
に
係
る
更
正
請
求
書
と

し
て
用
い
る
場
合
に
は
、
「
更
正
の
請
求
前
」
の
欄
中
「
宿
泊
数
」
は
記
載
を
要
し
な
い
。

附

則

１

こ
の
規
則
は
、
令
和
四
年
十
二
月
三
十
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

２

こ
の
規
則
の
施
行
の
際
、
こ
の
規
則
に
よ
る
改
正
前
の
東
京
都
宿
泊
税
条
例
施
行
規
則
別
記
第
十

号
の
二
様
式
に
よ
る
用
紙
で
、
現
に
残
存
す
る
も
の
は
、
所
要
の
修
正
を
加
え
、
な
お
使
用
す
る
こ

と
が
で
き
る
。訓

令

◉
東
京
都
訓
令
第
五
十
八
号

庁

中

一

般

支

庁

事

業

所

特
地
勤
務
手
当
等
支
給
規
程
（
昭
和
六
十
二
年
東
京
都
訓
令
第
九
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正

す
る
。令

和
四
年
六
月
二
十
二
日

東
京
都
知
事

小

池

百
合
子

第
三
条
第
二
項
第
四
号
中
「
第
二
十
八
条
の
四
第
一
項
、
第
二
十
八
条
の
五
第
一
項
又
は
第
二
十
八

条
の
六
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
」
を
「
第
二
十
二
条
の
四
第
一
項
」
に
、
「
再
任
用
職
員
」
を
「
定

年
前
再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員
」
に
改
め
る
。

第
六
条
第
一
項
中
「
（
再
任
用
職
員
に
あ
つ
て
は
、
直
近
の
採
用
に
伴
い
最
初
に
当
該
公
署
に
勤
務

す
る
こ
と
と
な
つ
た
日
）
」
を
「
（
定
年
前
再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員
で
あ
り
、
か
つ
、
異
動
等
の
日

が
当
該
職
員
と
し
て
採
用
さ
れ
た
日
よ
り
前
で
あ
る
場
合
は
、
当
該
採
用
の
日
以
後
初
め
て
特
地
公
署

に
勤
務
す
る
こ
と
と
な
つ
た
日
）
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
各
号
中
「
（
再
任
用
職
員
に
あ
つ
て
は
、

直
近
の
採
用
に
伴
い
最
初
に
当
該
公
署
に
勤
務
す
る
こ
と
と
な
つ
た
日
）
」
を
削
る
。

附
則
を
附
則
第
一
項
と
し
、
同
項
に
見
出
し
と
し
て
「
（
施
行
期
日
）
」
を
付
し
、
附
則
に
次
の
四

項
を
加
え
る
。

（
条
例
附
則
第
十
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
職
員
の
特
地
手
当
の
基
礎
額
）

２

条
例
附
則
第
十
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
職
員
で
あ
つ
て
、
第
三
条
第
二
項
各
号
に
定
め
る
日

に
お
い
て
当
該
職
員
以
外
の
職
員
で
あ
つ
た
も
の
に
対
す
る
同
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
当

分
の
間
、
同
項
中
「
受
け
て
い
た
給
料
の
月
額
（
そ
の
職
員
が
適
用
を
受
け
て
い
た
別
表
第
二
に
掲

げ
る
給
料
表
及
び
そ
の
職
員
の
職
務
の
級
に
対
応
す
る
額
を
超
え
る
と
き
は
、
そ
の
額
を
限
度
と
す

る
。
）
及
び
」
と
あ
る
の
は
、
「
受
け
て
い
た
給
料
の
月
額
に
百
分
の
七
十
を
乗
じ
て
得
た
額
（
そ

の
職
員
が
適
用
を
受
け
て
い
た
別
表
第
二
に
掲
げ
る
給
料
表
及
び
そ
の
職
員
の
職
務
の
級
に
対
応
す

る
額
に
百
分
の
七
十
を
乗
じ
て
得
た
額
を
超
え
る
と
き
は
、
そ
の
額
を
限
度
と
す
る
。
）
及
び
同
日

に
受
け
て
い
た
」
と
す
る
。

３

条
例
附
則
第
十
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
職
員
の
う
ち
、
第
三
条
第
三
項
各
号
に
掲
げ
る
職
員

で
あ
る
も
の
の
同
条
第
一
項
に
規
定
す
る
特
地
手
当
の
基
礎
額
は
、
同
条
第
三
項
及
び
前
項
の
規
定

に
か
か
わ
ら
ず
、
こ
れ
ら
の
規
定
に
準
じ
て
人
事
委
員
会
の
承
認
を
得
て
知
事
が
別
に
定
め
る
と
こ

ろ
に
よ
り
算
出
し
た
額
と
す
る
。

（
条
例
附
則
第
十
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
職
員
の
準
ず
る
手
当
の
月
額
）

４

条
例
附
則
第
十
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
職
員
で
あ
つ
て
、
条
例
第
十
三
条
の
三
第
二
項
に
規

定
す
る
異
動
又
は
採
用
に
伴
つ
て
住
居
を
移
転
し
た
日
に
お
い
て
当
該
職
員
以
外
の
職
員
で
あ
つ
た

も
の
に
対
す
る
第
六
条
第
一
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
当
分
の
間
、
同
項
中
「
受
け
て
い
た

給
料
の
月
額
（
そ
の
職
員
が
適
用
を
受
け
て
い
た
別
表
第
二
に
掲
げ
る
給
料
表
及
び
そ
の
職
員
の
職

務
の
級
に
対
応
す
る
額
を
超
え
る
と
き
は
、
そ
の
額
を
限
度
と
す
る
。
）
及
び
」
と
あ
る
の
は
、

「
受
け
て
い
た
給
料
の
月
額
に
百
分
の
七
十
を
乗
じ
て
得
た
額
（
そ
の
職
員
が
適
用
を
受
け
て
い
た

別
表
第
二
に
掲
げ
る
給
料
表
及
び
そ
の
職
員
の
職
務
の
級
に
対
応
す
る
額
に
百
分
の
七
十
を
乗
じ
て

得
た
額
を
超
え
る
と
き
は
、
そ
の
額
を
限
度
と
す
る
。
）
及
び
同
日
に
受
け
て
い
た
」
と
す
る
。

５

条
例
附
則
第
十
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
職
員
の
う
ち
、
第
六
条
第
二
項
各
号
に
掲
げ
る
職
員

で
あ
る
も
の
の
準
ず
る
手
当
の
月
額
は
、
同
条
第
二
項
及
び
前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
こ
れ
ら

の
規
定
に
準
じ
て
人
事
委
員
会
の
承
認
を
得
て
知
事
が
別
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
出
し
た
額
と

す
る
。附

則

１

こ
の
訓
令
は
、
令
和
五
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

２

地
方
公
務
員
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
令
和
三
年
法
律
第
六
十
三
号
。
以
下
「
改
正
法
」
と
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い
う
。
）
附
則
第
四
条
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
又
は
第
六
条
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
の
規
定
に

よ
り
採
用
さ
れ
た
職
員
は
、
こ
の
訓
令
に
よ
る
改
正
後
の
特
地
勤
務
手
当
等
支
給
規
程
（
以
下
「
新

規
程
」
と
い
う
。
）
第
三
条
第
二
項
第
四
号
に
規
定
す
る
定
年
前
再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員
と
み
な

し
て
、
同
号
及
び
第
六
条
第
一
項
の
規
定
を
適
用
す
る
。

３

改
正
法
附
則
第
四
条
第
一
項
又
は
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
採
用
さ
れ
た
職
員
に
対
す
る
新
規
程
第

六
条
第
二
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
項
各
号
中
「
異
動
等
の
日
」
と
あ
る
の
は
、
「
異
動

等
の
日
（
地
方
公
務
員
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
令
和
三
年
法
律
第
六
十
三
号
）
附
則
第
四
条

第
一
項
又
は
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
採
用
さ
れ
た
職
員
で
あ
り
、
か
つ
、
異
動
等
の
日
が
当
該
職
員

と
し
て
採
用
さ
れ
た
日
よ
り
前
で
あ
る
場
合
は
、
当
該
採
用
の
日
以
後
初
め
て
特
地
公
署
に
勤
務
す

る
こ
と
と
な
つ
た
日
）
」
と
す
る
。

規

則
（
教
）

学
校
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
公
布
す
る
。

令
和
四
年
六
月
二
十
二
日

東
京
都
教
育
委
員
会

◉
東
京
都
教
育
委
員
会
規
則
第
三
十
四
号

学
校
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

学
校
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則
（
昭
和
三
十
七
年
東
京
都
教
育
委
員
会
規
則
第
二
十
八

号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
一
条
の
五
の
見
出
し
中
「
再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員
」
を
「
定
年
前
再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員
」

に
改
め
、
同
条
中
「
第
二
十
八
条
の
五
第
一
項
」
を
「
第
二
十
二
条
の
四
第
一
項
」
に
、
「
再
任
用
短

時
間
勤
務
職
員
」
を
「
定
年
前
再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員
」
に
、
「
第
八
条
の
二
第
一
項
及
び
第
二

項
」
を
「
第
八
条
第
九
項
及
び
第
八
条
の
二
」
に
改
め
る
。

第
十
二
条
第
二
項
中
「
再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員
」
を
「
定
年
前
再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員
」
に
改

め
る
。

附

則

１

こ
の
規
則
は
、
令
和
五
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

２

地
方
公
務
員
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
令
和
三
年
法
律
第
六
十
三
号
）
附
則
第
六
条
第
一
項

又
は
第
二
項
（
こ
れ
ら
の
規
定
を
同
法
附
則
第
九
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
す
る

場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ
り
採
用
さ
れ
た
職
員
は
、
こ
の
規
則
に
よ
る
改
正
後
の
学
校
職
員
の

給
与
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則
第
一
条
の
五
に
規
定
す
る
定
年
前
再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員
と
み
な

す
。

学
校
職
員
の
給
料
の
調
整
額
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
公
布
す
る
。

令
和
四
年
六
月
二
十
二
日

東
京
都
教
育
委
員
会

◉
東
京
都
教
育
委
員
会
規
則
第
三
十
五
号

学
校
職
員
の
給
料
の
調
整
額
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

学
校
職
員
の
給
料
の
調
整
額
に
関
す
る
規
則
（
昭
和
三
十
二
年
東
京
都
教
育
委
員
会
規
則
第
三
十
五

号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
三
条
中
「
第
二
十
八
条
の
五
第
一
項
」
を
「
第
二
十
二
条
の
四
第
一
項
」
に
改
め
る
。

付
則
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

５

条
例
付
則
第
九
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
職
員
に
対
す
る
第
三
条
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、

当
分
の
間
、
同
条
各
号
中
「
掲
げ
る
額
」
と
あ
る
の
は
、
「
掲
げ
る
額
に
百
分
の
七
十
を
乗
じ
て
得

た
額
（
当
該
額
に
五
十
円
未
満
の
端
数
を
生
じ
た
と
き
は
こ
れ
を
切
り
捨
て
、
五
十
円
以
上
百
円
未

満
の
端
数
を
生
じ
た
と
き
は
こ
れ
を
百
円
に
切
り
上
げ
た
額
と
す
る
。
た
だ
し
、
同
表
中
た
だ
し
書

の
規
定
に
よ
り
定
め
ら
れ
た
号
給
の
職
員
に
あ
つ
て
は
、
当
該
額
に
一
円
未
満
の
端
数
が
あ
る
と
き

は
、
そ
の
端
数
を
切
り
捨
て
た
額
と
す
る
。
）
」
と
す
る
。

附

則

１

こ
の
規
則
は
、
令
和
五
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

２

地
方
公
務
員
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
令
和
三
年
法
律
第
六
十
三
号
）
附
則
第
六
条
第
一
項

又
は
第
二
項
（
こ
れ
ら
の
規
定
を
同
法
附
則
第
九
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
す
る

場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ
り
採
用
さ
れ
た
職
員
は
、
こ
の
規
則
に
よ
る
改
正
後
の
学
校
職
員
の

給
料
の
調
整
額
に
関
す
る
規
則
第
三
条
に
規
定
す
る
短
時
間
勤
務
の
職
を
占
め
る
職
員
と
み
な
す
。

教
職
調
整
額
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
公
布
す
る
。
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令
和
四
年
六
月
二
十
二
日

東
京
都
教
育
委
員
会

◉
東
京
都
教
育
委
員
会
規
則
第
三
十
六
号

教
職
調
整
額
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

教
職
調
整
額
に
関
す
る
規
則
（
昭
和
四
十
七
年
東
京
都
教
育
委
員
会
規
則
第
十
四
号
）
の
一
部
を
次

の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
四
条
の
見
出
し
中
「
再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員
」
を
「
定
年
前
再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員
」
に
改

め
、
同
条
中
「
第
二
十
八
条
の
五
第
一
項
」
を
「
第
二
十
二
条
の
四
第
一
項
」
に
改
め
る
。

附
則
に
次
の
二
項
を
加
え
る
。

４

学
校
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
（
昭
和
三
十
一
年
東
京
都
条
例
第
六
十
八
号
。
以
下
「
給
与
条

例
」
と
い
う
。
）
付
則
第
九
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
職
員
の
教
職
調
整
額
の
計
算
の
基
礎
と
な

る
給
料
月
額
は
、
同
項
の
規
定
に
よ
り
算
出
さ
れ
た
額
と
す
る
。

５

給
与
条
例
付
則
第
十
二
項
、
第
十
四
項
又
は
第
十
五
項
の
規
定
に
よ
る
給
料
を
支
給
さ
れ
る
職
員

の
教
職
調
整
額
の
計
算
の
基
礎
と
な
る
給
料
月
額
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
給
料
月
額
と
こ
れ
ら
の

規
定
に
よ
る
給
料
の
額
と
の
合
計
額
と
す
る
。

附

則

１

こ
の
規
則
は
、
令
和
五
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

２

地
方
公
務
員
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
令
和
三
年
法
律
第
六
十
三
号
）
附
則
第
六
条
第
一
項

又
は
第
二
項
（
こ
れ
ら
の
規
定
を
同
法
附
則
第
九
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
す
る

場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ
り
採
用
さ
れ
た
職
員
は
、
こ
の
規
則
に
よ
る
改
正
後
の
教
職
調
整
額

に
関
す
る
規
則
第
四
条
に
規
定
す
る
短
時
間
勤
務
の
職
を
占
め
る
職
員
と
み
な
す
。

管
理
職
手
当
支
給
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
公
布
す
る
。

令
和
四
年
六
月
二
十
二
日

東
京
都
教
育
委
員
会

◉
東
京
都
教
育
委
員
会
規
則
第
三
十
七
号

管
理
職
手
当
支
給
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

管
理
職
手
当
支
給
に
関
す
る
規
則
（
昭
和
三
十
三
年
東
京
都
教
育
委
員
会
規
則
第
二
十
一
号
）
の
一

部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
条
第
二
項
第
一
号
中
「
第
二
十
八
条
の
四
第
一
項
、
第
二
十
八
条
の
五
第
一
項
又
は
第
二
十
八

条
の
六
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
」
を
「
第
二
十
二
条
の
四
第
一
項
」
に
、
「
再
任
用
職
員
」
を
「
定

年
前
再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員
」
に
改
め
、
「
以
下
「
育
児
短
時
間
勤
務
職
員
等
」
と
い
う
。
」
及
び

「
（
以
下
「
算
出
率
」
と
い
う
。
）
」
を
削
り
、
同
項
第
二
号
中
「
再
任
用
職
員
」
を
「
定
年
前
再
任

用
短
時
間
勤
務
職
員
」
に
改
め
、
「
（
法
第
二
十
八
条
の
五
第
一
項
に
規
定
す
る
短
時
間
勤
務
の
職
を

占
め
る
職
員
に
あ
つ
て
は
そ
の
額
」
及
び
「
、
育
児
短
時
間
勤
務
職
員
等
に
あ
つ
て
は
そ
の
額
に
算
出

率
を
そ
れ
ぞ
れ
」
を
削
り
、
「
額
と
し
、
」
を
「
額
（
」
に
改
め
る
。

付
則
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

２

条
例
付
則
第
九
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
職
員
に
対
す
る
第
二
条
第
二
項
第
一
号
の
規
定
の
適

用
に
つ
い
て
は
、
当
分
の
間
、
同
号
中
「
別
表
第
二
の
額
」
と
あ
る
の
は
、
「
別
表
第
二
の
額
に
百

分
の
七
十
を
乗
じ
て
得
た
額
（
そ
の
額
に
、
五
十
円
未
満
の
端
数
を
生
じ
た
と
き
は
こ
れ
を
切
り
捨

て
、
五
十
円
以
上
百
円
未
満
の
端
数
を
生
じ
た
と
き
は
こ
れ
を
百
円
に
切
り
上
げ
た
額
）
」
と
す
る
。

附

則

１

こ
の
規
則
は
、
令
和
五
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

２

地
方
公
務
員
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
令
和
三
年
法
律
第
六
十
三
号
。
以
下
「
改
正
法
」
と

い
う
。
）
附
則
第
四
条
第
一
項
又
は
第
二
項
（
こ
れ
ら
の
規
定
を
改
正
法
附
則
第
九
条
第
三
項
の
規

定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ
り
採
用
さ
れ
た
職
員
に
対
す
る
こ

の
規
則
に
よ
る
改
正
後
の
管
理
職
手
当
支
給
に
関
す
る
規
則
（
以
下
「
改
正
後
の
規
則
」
と
い

う
。
）
第
二
条
第
二
項
第
一
号
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
号
中
「
別
表
第
二
」
と
あ
る
の
は
、

「
別
表
第
三
」
と
す
る
。

３

改
正
法
附
則
第
六
条
第
一
項
又
は
第
二
項
（
こ
れ
ら
の
規
定
を
改
正
法
附
則
第
九
条
第
三
項
の
規

定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ
り
採
用
さ
れ
た
職
員
は
、
改
正
後

の
規
則
第
二
条
第
二
項
第
一
号
に
規
定
す
る
定
年
前
再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員
と
み
な
す
。

学
校
職
員
の
初
任
給
調
整
手
当
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
公
布
す
る
。

令
和
四
年
六
月
二
十
二
日

東
京
都
教
育
委
員
会
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◉
東
京
都
教
育
委
員
会
規
則
第
三
十
八
号

学
校
職
員
の
初
任
給
調
整
手
当
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

学
校
職
員
の
初
任
給
調
整
手
当
に
関
す
る
規
則
（
昭
和
三
十
八
年
東
京
都
教
育
委
員
会
規
則
第
三

号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

付
則
第
二
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

２

条
例
付
則
第
九
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
職
員
に
対
す
る
第
六
条
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、

当
分
の
間
、
同
条
中
「
別
表
第
一
」
と
あ
る
の
は
「
付
則
別
表
第
一
」
と
、
「
別
表
第
二
」
と
あ
る

の
は
「
付
則
別
表
第
二
」
と
す
る
。

付
則
第
三
項
を
削
る
。

付
則
第
二
項
の
次
に
付
則
別
表
と
し
て
次
の
二
表
を
加
え
る
。
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別
表
第
一
中

「

職
務
の
区
分

期
間
の
区
分

」
を

「

職
務
の
区
分

期
間
の
区
分

」
に

改
め
る
。

別
表
第
二
中
「な

っ
た

」
を
「な

つ
た

」
に
改
め
る
。

附

則

こ
の
規
則
は
、
令
和
五
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

学
校
職
員
の
地
域
手
当
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
公
布
す
る
。

令
和
四
年
六
月
二
十
二
日

東
京
都
教
育
委
員
会

◉
東
京
都
教
育
委
員
会
規
則
第
三
十
九
号

学
校
職
員
の
地
域
手
当
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

学
校
職
員
の
地
域
手
当
に
関
す
る
規
則
（
昭
和
四
十
三
年
東
京
都
教
育
委
員
会
規
則
第
十
七
号
）
の

一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
条
の
三
中
「
第
二
十
八
条
の
四
第
一
項
、
第
二
十
八
条
の
五
第
一
項
又
は
第
二
十
八
条
の
六
第

一
項
若
し
く
は
第
二
項
」
を
「
第
二
十
二
条
の
四
第
一
項
」
に
改
め
、
「
採
用
さ
れ
た
者
」
の
下
に

「
（
以
下
「
定
年
前
再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員
」
と
い
う
。
）
」
を
加
え
、
「
な
っ
た
」
を
「
な
つ

た
」
に
、
「
あ
っ
て
は
」
を
「
あ
つ
て
は
」
に
改
め
る
。

第
二
条
の
四
第
一
項
中
「
職
員
が
」
を
「
職
員
（
定
年
前
再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員
を
除
く
。
以
下

こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
が
」
に
改
め
る
。

附

則

１

こ
の
規
則
は
、
令
和
五
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

２

地
方
公
務
員
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
令
和
三
年
法
律
第
六
十
三
号
）
附
則
第
四
条
第
一
項

若
し
く
は
第
二
項
又
は
第
六
条
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
（
こ
れ
ら
の
規
定
を
同
法
附
則
第
九
条
第

三
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ
り
採
用
さ
れ
た
職
員
は
、

こ
の
規
則
に
よ
る
改
正
後
の
学
校
職
員
の
地
域
手
当
に
関
す
る
規
則
第
二
条
の
三
に
規
定
す
る
定
年

前
再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員
と
み
な
す
。

学
校
職
員
の
単
身
赴
任
手
当
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
公
布
す
る
。

令
和
四
年
六
月
二
十
二
日

東
京
都
教
育
委
員
会

◉
東
京
都
教
育
委
員
会
規
則
第
四
十
号

学
校
職
員
の
単
身
赴
任
手
当
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

学
校
職
員
の
単
身
赴
任
手
当
に
関
す
る
規
則
（
平
成
二
年
東
京
都
教
育
委
員
会
規
則
第
六
号
）
の
一

部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
五
条
第
一
号
ロ
中
「
第
二
十
八
条
の
四
第
一
項
、
第
二
十
八
条
の
五
第
一
項
又
は
第
二
十
八
条
の

六
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
」
を
「
第
二
十
二
条
の
四
第
一
項
」
に
改
め
る
。

附

則

１

こ
の
規
則
は
、
令
和
五
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

２

地
方
公
務
員
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
令
和
三
年
法
律
第
六
十
三
号
）
附
則
第
四
条
第
一
項

若
し
く
は
第
二
項
又
は
第
六
条
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
（
こ
れ
ら
の
規
定
を
同
法
附
則
第
九
条
第

三
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ
る
採
用
は
、
こ
の
規
則

に
よ
る
改
正
後
の
学
校
職
員
の
単
身
赴
任
手
当
に
関
す
る
規
則
第
五
条
第
一
号
ロ
に
規
定
す
る
採
用

と
み
な
す
。

産
業
教
育
手
当
支
給
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
公
布
す
る
。

令
和
四
年
六
月
二
十
二
日

東
京
都
教
育
委
員
会

◉
東
京
都
教
育
委
員
会
規
則
第
四
十
一
号

産
業
教
育
手
当
支
給
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

産
業
教
育
手
当
支
給
に
関
す
る
規
則
（
昭
和
三
十
二
年
東
京
都
教
育
委
員
会
規
則
第
三
十
八
号
）
の

一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

付
則
に
次
の
二
項
を
加
え
る
。

３

条
例
付
則
第
九
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
職
員
の
産
業
教
育
手
当
の
計
算
の
基
礎
と
な
る
給
料
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月
額
は
、
同
項
の
規
定
に
よ
り
算
出
さ
れ
た
額
と
す
る
。

４

条
例
付
則
第
十
二
項
、
第
十
四
項
又
は
第
十
五
項
の
規
定
に
よ
る
給
料
を
支
給
さ
れ
る
職
員
の
産

業
教
育
手
当
の
計
算
の
基
礎
と
な
る
給
料
月
額
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
給
料
月
額
と
こ
れ
ら
の
規

定
に
よ
る
給
料
の
額
と
の
合
計
額
と
す
る
。

附

則

こ
の
規
則
は
、
令
和
五
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

定
時
制
通
信
教
育
手
当
支
給
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
公
布
す
る
。

令
和
四
年
六
月
二
十
二
日

東
京
都
教
育
委
員
会

◉
東
京
都
教
育
委
員
会
規
則
第
四
十
二
号

定
時
制
通
信
教
育
手
当
支
給
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

定
時
制
通
信
教
育
手
当
支
給
に
関
す
る
規
則
（
昭
和
三
十
五
年
東
京
都
教
育
委
員
会
規
則
第
二
十
六

号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

付
則
に
次
の
二
項
を
加
え
る
。

３

条
例
付
則
第
九
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
職
員
の
定
時
制
通
信
教
育
手
当
の
計
算
の
基
礎
と
な

る
給
料
月
額
は
、
同
項
の
規
定
に
よ
り
算
出
さ
れ
た
額
と
す
る
。

４

条
例
付
則
第
十
二
項
、
第
十
四
項
又
は
第
十
五
項
の
規
定
に
よ
る
給
料
を
支
給
さ
れ
る
職
員
の
定

時
制
通
信
教
育
手
当
の
計
算
の
基
礎
と
な
る
給
料
月
額
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
給
料
月
額
と
こ
れ

ら
の
規
定
に
よ
る
給
料
の
額
と
の
合
計
額
と
す
る
。

附

則

こ
の
規
則
は
、
令
和
五
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

学
校
職
員
の
管
理
職
員
特
別
勤
務
手
当
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
公
布
す
る
。

令
和
四
年
六
月
二
十
二
日

東
京
都
教
育
委
員
会

◉
東
京
都
教
育
委
員
会
規
則
第
四
十
三
号

学
校
職
員
の
管
理
職
員
特
別
勤
務
手
当
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

学
校
職
員
の
管
理
職
員
特
別
勤
務
手
当
に
関
す
る
規
則
（
平
成
三
年
東
京
都
教
育
委
員
会
規
則
第
五

十
六
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

附
則
を
附
則
第
一
項
と
し
、
附
則
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

２

条
例
付
則
第
九
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
職
員
に
対
す
る
第
二
条
第
二
項
第
一
号
及
び
第
三
条

第
一
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
当
分
の
間
、
こ
れ
ら
の
規
定
中
「
に
定
め
る
額
」
と
あ
る
の

は
、
「
に
定
め
る
額
に
百
分
の
七
十
を
乗
じ
て
得
た
額
（
そ
の
額
に
、
五
十
円
未
満
の
端
数
を
生
じ

た
と
き
は
こ
れ
を
切
り
捨
て
、
五
十
円
以
上
百
円
未
満
の
端
数
を
生
じ
た
と
き
は
こ
れ
を
百
円
に
切

り
上
げ
た
額
）
」
と
す
る
。

附

則

こ
の
規
則
は
、
令
和
五
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

学
校
職
員
の
勤
勉
手
当
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
公
布
す
る
。

令
和
四
年
六
月
二
十
二
日

東
京
都
教
育
委
員
会

◉
東
京
都
教
育
委
員
会
規
則
第
四
十
四
号

学
校
職
員
の
勤
勉
手
当
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

学
校
職
員
の
勤
勉
手
当
に
関
す
る
規
則
（
昭
和
五
十
四
年
東
京
都
教
育
委
員
会
規
則
第
十
六
号
）
の

一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
三
条
の
四
第
一
項
第
一
号
中
「
第
二
十
八
条
の
四
第
一
項
、
第
二
十
八
条
の
五
第
一
項
又
は
第
二

十
八
条
の
六
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
」
を
「
第
二
十
二
条
の
四
第
一
項
」
に
、
「
再
任
用
職
員
」
を

「
定
年
前
再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員
」
に
改
め
、
同
項
第
二
号
か
ら
第
五
号
ま
で
の
規
定
中
「
再
任
用

職
員
」
を
「
定
年
前
再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員
」
に
改
め
る
。

附

則

１

こ
の
規
則
は
、
令
和
五
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

２

地
方
公
務
員
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
令
和
三
年
法
律
第
六
十
三
号
）
附
則
第
四
条
第
一
項

若
し
く
は
第
二
項
又
は
第
六
条
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
（
こ
れ
ら
の
規
定
を
同
法
附
則
第
九
条
第

三
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ
り
採
用
さ
れ
た
職
員
は
、

こ
の
規
則
に
よ
る
改
正
後
の
学
校
職
員
の
勤
勉
手
当
に
関
す
る
規
則
第
三
条
の
四
第
一
項
第
一
号
に
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規
定
す
る
定
年
前
再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員
と
み
な
す
。

義
務
教
育
等
教
員
特
別
手
当
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
公
布
す
る
。

令
和
四
年
六
月
二
十
二
日

東
京
都
教
育
委
員
会

◉
東
京
都
教
育
委
員
会
規
則
第
四
十
五
号

義
務
教
育
等
教
員
特
別
手
当
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

義
務
教
育
等
教
員
特
別
手
当
に
関
す
る
規
則
（
昭
和
五
十
一
年
東
京
都
教
育
委
員
会
規
則
第
八
号
）

の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
四
条
中
「
第
二
十
八
条
の
五
第
一
項
」
を
「
第
二
十
二
条
の
四
第
一
項
」
に
改
め
、
「
占
め
る
職

員
」
の
下
に
「
（
以
下
「
定
年
前
再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員
」
と
い
う
。
）
」
を
加
え
、
同
条
第
一
号

中
「
地
方
公
務
員
法
第
二
十
八
条
の
四
第
一
項
、
第
二
十
八
条
の
五
第
一
項
又
は
第
二
十
八
条
の
六
第

一
項
若
し
く
は
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
採
用
さ
れ
た
職
員
（
以
下
「
再
任
用
職
員
」
と
い
う
。
）
」
を

「
定
年
前
再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員
」
に
改
め
る
。

附
則
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

３

条
例
付
則
第
九
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
職
員
に
対
す
る
第
四
条
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、

当
分
の
間
、
同
条
各
号
中
「
別
表
に
掲
げ
る
額
」
と
あ
る
の
は
、
「
別
表
に
掲
げ
る
額
に
百
分
の
七

十
を
乗
じ
て
得
た
額
と
し
、
そ
の
額
に
十
円
未
満
の
端
数
を
生
じ
た
と
き
は
こ
れ
を
切
り
捨
て
た

額
」
と
す
る
。

別
表
中
「再

任
用
職
員

」
を
「定

年
前
再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員

」
に
改
め
る
。

附

則

１

こ
の
規
則
は
、
令
和
五
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

２

地
方
公
務
員
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
令
和
三
年
法
律
第
六
十
三
号
。
以
下
「
改
正
法
」
と

い
う
。
）
附
則
第
四
条
第
一
項
又
は
第
二
項
（
こ
れ
ら
の
規
定
を
改
正
法
附
則
第
九
条
第
三
項
の
規

定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ
り
採
用
さ
れ
た
職
員
に
対
す
る
こ

の
規
則
に
よ
る
改
正
後
の
義
務
教
育
等
教
員
特
別
手
当
に
関
す
る
規
則
（
以
下
「
改
正
後
の
規
則
」

と
い
う
。
）
第
四
条
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
別
表
定
年
前
再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員
の
項
に

掲
げ
る
額
を
同
条
各
号
の
別
表
に
掲
げ
る
額
と
し
て
算
出
す
る
。

３

改
正
法
附
則
第
六
条
第
一
項
又
は
第
二
項
（
こ
れ
ら
の
規
定
を
改
正
法
附
則
第
九
条
第
三
項
の
規

定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ
り
採
用
さ
れ
た
職
員
は
、
改
正
後

の
規
則
第
四
条
に
規
定
す
る
定
年
前
再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員
と
み
な
す
。

訓

令
（
教
）

◉
東
京
都
教
育
委
員
会
訓
令
第
七
号

都

立

高

等

学

校

公
立
中
等
教
育
学
校

公
立
特
別
支
援
学
校

公

立

中

学

校

公

立

小

学

校

公
立
義
務
教
育
学
校

公

立

共

同

調

理

場

東
京
都
公
立
学
校
に
お
け
る
再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員
の
勤
務
時
間
に
関
す
る
規
程
（
平
成
十
四
年

東
京
都
教
育
委
員
会
訓
令
第
十
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

令
和
四
年
六
月
二
十
二
日

東
京
都
教
育
委
員
会

題
名
中
「
再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員
」
を
「
定
年
前
再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員
」
に
改
め
る
。

第
一
条
中
「
第
二
十
八
条
の
五
第
一
項
」
を
「
第
二
十
二
条
の
四
第
一
項
」
に
、
「
再
任
用
短
時
間

勤
務
職
員
」
を
「
定
年
前
再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員
」
に
改
め
る
。

第
二
条
中
「
再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員
」
を
「
定
年
前
再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員
」
に
改
め
る
。

附

則

１

こ
の
訓
令
は
、
令
和
五
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

２

地
方
公
務
員
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
令
和
三
年
法
律
第
六
十
三
号
）
附
則
第
六
条
第
一
項

又
は
第
二
項
（
こ
れ
ら
の
規
定
を
同
法
附
則
第
九
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
す
る

場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ
り
採
用
さ
れ
た
職
員
は
、
こ
の
訓
令
に
よ
る
改
正
後
の
東
京
都
公
立

学
校
に
お
け
る
定
年
前
再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員
の
勤
務
時
間
に
関
す
る
規
程
第
一
条
に
規
定
す
る

定
年
前
再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員
と
み
な
す
。
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◉
東
京
都
教
育
委
員
会
訓
令
第
八
号

教

育

庁

教

育

事

務

所

教

育

庁

出

張

所

事

業

所

職
員
の
勤
務
時
間
、
休
日
、
休
暇
等
に
関
す
る
規
程
（
平
成
七
年
東
京
都
教
育
委
員
会
訓
令
第
九

号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

令
和
四
年
六
月
二
十
二
日

東
京
都
教
育
委
員
会

第
一
条
の
二
の
見
出
し
中
「
再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員
」
を
「
定
年
前
再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員
」

に
改
め
、
同
条
中
「
第
二
十
八
条
の
五
第
一
項
」
を
「
第
二
十
二
条
の
四
第
一
項
」
に
、
「
再
任
用
短

時
間
勤
務
職
員
」
を
「
定
年
前
再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員
」
に
改
め
る
。

第
二
条
の
二
、
第
六
条
第
一
項
及
び
別
表
第
三
備
考
中
「
再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員
」
を
「
定
年
前

再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員
」
に
改
め
る
。

附

則

１

こ
の
訓
令
は
、
令
和
五
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

２

地
方
公
務
員
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
令
和
三
年
法
律
第
六
十
三
号
）
附
則
第
六
条
第
一
項

又
は
第
二
項
（
こ
れ
ら
の
規
定
を
同
法
附
則
第
九
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
す
る

場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ
り
採
用
さ
れ
た
職
員
は
、
こ
の
訓
令
に
よ
る
改
正
後
の
職
員
の
勤
務

時
間
、
休
日
、
休
暇
等
に
関
す
る
規
程
第
一
条
の
二
に
規
定
す
る
定
年
前
再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員

と
み
な
す
。

◉
東
京
都
教
育
委
員
会
訓
令
第
九
号

都

立

高

等

学

校

都
立
中
等
教
育
学
校

都
立
特
別
支
援
学
校

都

立

中

学

校

都

立

小

学

校

職
員
の
勤
務
時
間
等
に
関
す
る
規
程
（
昭
和
三
十
八
年
東
京
都
教
育
委
員
会
訓
令
甲
第
十
四
号
）
の

一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

令
和
四
年
六
月
二
十
二
日

東
京
都
教
育
委
員
会

第
二
条
第
二
項
中
「
第
二
十
八
条
の
五
第
一
項
」
を
「
第
二
十
二
条
の
四
第
一
項
」
に
、
「
再
任
用

短
時
間
勤
務
職
員
」
を
「
定
年
前
再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員
」
に
改
め
る
。

第
四
条
第
一
項
中
「
再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員
」
を
「
定
年
前
再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員
」
に
改
め

る
。第

十
条
第
二
項
中
「
非
常
勤
の
者
（
再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員
」
を
「
非
常
勤
職
員
（
定
年
前
再
任

用
短
時
間
勤
務
職
員
」
に
改
め
る
。

別
表
第
二
備
考
中
「
再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員
」
を
「
定
年
前
再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員
」
に
改
め

る
。

附

則

１

こ
の
訓
令
は
、
令
和
五
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

２

地
方
公
務
員
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
令
和
三
年
法
律
第
六
十
三
号
）
附
則
第
六
条
第
一
項

又
は
第
二
項
（
こ
れ
ら
の
規
定
を
同
法
附
則
第
九
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
す
る

場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ
り
採
用
さ
れ
た
職
員
は
、
こ
の
訓
令
に
よ
る
改
正
後
の
職
員
の
勤
務

時
間
等
に
関
す
る
規
程
第
二
条
第
二
項
に
規
定
す
る
定
年
前
再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員
と
み
な
す
。

◉
東
京
都
教
育
委
員
会
訓
令
第
十
号

都

立

高

等

学

校

都
立
中
等
教
育
学
校

都
立
特
別
支
援
学
校

都

立

中

学

校

都

立

小

学

校

職
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る
規
程
（
平
成
四
年
東
京
都
教
育
委
員
会
訓
令
第
三
号
）
の
一
部
を
次

の
よ
う
に
改
正
す
る
。
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令
和
四
年
六
月
二
十
二
日

東
京
都
教
育
委
員
会

第
二
条
第
一
項
中
「
第
二
十
八
条
の
五
第
一
項
」
を
「
第
二
十
二
条
の
四
第
一
項
」
に
、
「
再
任
用

短
時
間
勤
務
職
員
」
を
「
定
年
前
再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員
」
に
改
め
る
。

第
五
条
第
一
項
中
「
再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員
」
を
「
定
年
前
再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員
」
に
改
め

る
。

附

則

１

こ
の
訓
令
は
、
令
和
五
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

２

地
方
公
務
員
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
令
和
三
年
法
律
第
六
十
三
号
）
附
則
第
六
条
第
一
項

又
は
第
二
項
（
こ
れ
ら
の
規
定
を
同
法
附
則
第
九
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
す
る

場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ
り
採
用
さ
れ
た
職
員
は
、
こ
の
訓
令
に
よ
る
改
正
後
の
職
員
の
育
児

休
業
等
に
関
す
る
規
程
第
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
定
年
前
再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員
と
み
な
す
。

◉
東
京
都
教
育
委
員
会
訓
令
第
十
一
号

教

育

庁

教

育

事

務

所

教

育

庁

出

張

所

事

業

所

給
料
の
特
別
調
整
額
に
関
す
る
規
程
（
昭
和
三
十
二
年
東
京
都
教
育
委
員
会
訓
令
甲
第
四
号
）
の
一

部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

令
和
四
年
六
月
二
十
二
日

東
京
都
教
育
委
員
会

第
二
条
第
二
項
第
一
号
中
「
第
二
十
八
条
の
四
第
一
項
、
第
二
十
八
条
の
五
第
一
項
又
は
第
二
十
八

条
の
六
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
」
を
「
第
二
十
二
条
の
四
第
一
項
」
に
、
「
再
任
用
職
員
」
を
「
定

年
前
再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員
」
に
改
め
、
「
以
下
「
育
児
短
時
間
勤
務
職
員
等
」
と
い
う
。
」
及
び

「
（
以
下
「
算
出
率
」
と
い
う
。
）
」
を
削
り
、
同
項
第
二
号
中
「
再
任
用
職
員
」
を
「
定
年
前
再
任

用
短
時
間
勤
務
職
員
」
に
改
め
、
「
（
法
第
二
十
八
条
の
五
第
一
項
に
規
定
す
る
短
時
間
勤
務
の
職
を

占
め
る
職
員
に
あ
つ
て
は
そ
の
額
」
及
び
「
、
育
児
短
時
間
勤
務
職
員
等
に
あ
つ
て
は
そ
の
額
に
算
出

率
を
そ
れ
ぞ
れ
」
を
削
り
、
「
額
と
し
、
」
を
「
額
（
」
に
改
め
る
。

付
則
を
付
則
第
一
項
と
し
、
付
則
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

２

条
例
附
則
第
十
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
職
員
に
対
す
る
第
二
条
第
二
項
第
一
号
の
規
定
の
適

用
に
つ
い
て
は
、
当
分
の
間
、
同
号
中
「
別
表
第
二
の
額
」
と
あ
る
の
は
、
「
別
表
第
二
の
額
に
百

分
の
七
十
を
乗
じ
て
得
た
額
（
そ
の
額
に
、
五
十
円
未
満
の
端
数
を
生
じ
た
と
き
は
こ
れ
を
切
り
捨

て
、
五
十
円
以
上
百
円
未
満
の
端
数
を
生
じ
た
と
き
は
こ
れ
を
百
円
に
切
り
上
げ
た
額
）
」
と
す
る
。

附

則

１

こ
の
訓
令
は
、
令
和
五
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

２

地
方
公
務
員
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
令
和
三
年
法
律
第
六
十
三
号
。
以
下
「
改
正
法
」
と

い
う
。
）
附
則
第
四
条
第
一
項
又
は
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
採
用
さ
れ
た
職
員
に
対
す
る
こ
の
訓
令

に
よ
る
改
正
後
の
給
料
の
特
別
調
整
額
に
関
す
る
規
程
（
以
下
「
改
正
後
の
訓
令
」
と
い
う
。
）
第

二
条
第
二
項
第
一
号
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
号
中
「
別
表
第
二
」
と
あ
る
の
は
、
「
別
表

第
三
」
と
す
る
。

３

改
正
法
附
則
第
六
条
第
一
項
又
は
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
採
用
さ
れ
た
職
員
は
、
改
正
後
の
訓
令

第
二
条
第
二
項
第
一
号
に
規
定
す
る
定
年
前
再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員
と
み
な
す
。

◉
東
京
都
教
育
委
員
会
訓
令
第
十
二
号

教

育

庁

教

育

事

務

所

教

育

庁

出

張

所

事

業

所

都

立

高

等

学

校

公
立
中
等
教
育
学
校

公
立
特
別
支
援
学
校

公

立

中

学

校

公

立

小

学

校

公
立
義
務
教
育
学
校

公

立

共

同

調

理

場
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教
育
関
係
職
員
の
旅
費
支
給
規
程
（
昭
和
四
十
八
年
東
京
都
教
育
委
員
会
訓
令
第
十
八
号
）
の
一
部

を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

令
和
四
年
六
月
二
十
二
日

東
京
都
教
育
委
員
会

第
二
条
第
二
号
中
「
第
二
十
八
条
の
五
第
一
項
」
を
「
第
二
十
二
条
の
四
第
一
項
」
に
改
め
る
。

附

則

１

こ
の
訓
令
は
、
令
和
五
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

２

地
方
公
務
員
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
令
和
三
年
法
律
第
六
十
三
号
）
附
則
第
六
条
第
一
項

又
は
第
二
項
（
こ
れ
ら
の
規
定
を
同
法
附
則
第
九
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
す
る

場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ
り
採
用
さ
れ
た
職
員
は
、
こ
の
訓
令
に
よ
る
改
正
後
の
教
育
関
係
職

員
の
旅
費
支
給
規
程
第
二
条
第
二
号
に
規
定
す
る
短
時
間
勤
務
の
職
を
占
め
る
職
員
と
み
な
す
。

◉
東
京
都
教
育
委
員
会
訓
令
第
十
三
号

都

立

高

等

学

校

都
立
中
等
教
育
学
校

都
立
特
別
支
援
学
校

都

立

中

学

校

都

立

小

学

校

地
方
公
務
員
法
第
五
十
七
条
に
規
定
す
る
単
純
な
労
務
に
雇
用
さ
れ
る
職
員
の
旅
費
規
程
（
昭
和
五

十
四
年
東
京
都
教
育
委
員
会
訓
令
第
十
五
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

令
和
四
年
六
月
二
十
二
日

東
京
都
教
育
委
員
会

た
だ
し
書
中
「
非
常
勤
の
者
」
を
「
非
常
勤
職
員
」
に
、
「
第
二
十
八
条
の
五
第
一
項
」
を
「
第
二

十
二
条
の
二
第
一
項
第
二
号
に
掲
げ
る
職
員
及
び
同
法
第
二
十
二
条
の
四
第
一
項
」
に
改
め
る
。

附

則

１

こ
の
訓
令
は
、
令
和
五
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

２

地
方
公
務
員
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
令
和
三
年
法
律
第
六
十
三
号
）
附
則
第
六
条
第
一
項

又
は
第
二
項
（
こ
れ
ら
の
規
定
を
同
法
附
則
第
九
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
す
る

場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ
り
採
用
さ
れ
た
職
員
は
、
こ
の
訓
令
に
よ
る
改
正
後
の
地
方
公
務
員

法
第
五
十
七
条
に
規
定
す
る
単
純
な
労
務
に
雇
用
さ
れ
る
職
員
の
旅
費
規
程
に
規
定
す
る
短
時
間
勤

務
の
職
を
占
め
る
職
員
と
み
な
す
。

訓

令
（
議
）

◉
東
京
都
議
会
議
長
訓
令
第
五
号

東
京
都
議
会
議
会
局

職
員
の
給
与
に
関
す
る
規
程
（
昭
和
三
十
五
年
東
京
都
議
会
議
長
訓
令
甲
第
二
号
）
の
一
部
を
次
の

よ
う
に
改
正
す
る
。

令
和
四
年
六
月
二
十
二
日

東
京
都
議
会
議
長

三

宅

し
げ
き

第
四
条
第
二
項
第
一
号
中
「
第
二
十
八
条
の
四
第
一
項
、
第
二
十
八
条
の
五
第
一
項
又
は
第
二
十
八

条
の
六
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
」
を
「
第
二
十
二
条
の
四
第
一
項
」
に
、
「
再
任
用
職
員
」
を
「
定

年
前
再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員
」
に
改
め
、
「
以
下
「
育
児
短
時
間
勤
務
職
員
等
」
と
い
う
。
」
及
び

「
（
以
下
「
算
出
率
」
と
い
う
。
）
」
を
削
り
、
同
項
第
二
号
中
「
再
任
用
職
員
」
を
「
定
年
前
再
任

用
短
時
間
勤
務
職
員
」
に
改
め
、
「
（
法
第
二
十
八
条
の
五
第
一
項
に
規
定
す
る
短
時
間
勤
務
の
職
を

占
め
る
職
員
に
あ
つ
て
は
そ
の
額
」
及
び
「
、
育
児
短
時
間
勤
務
職
員
等
に
あ
つ
て
は
そ
の
額
に
算
出

率
を
そ
れ
ぞ
れ
」
を
削
り
、
「
額
と
し
、
」
を
「
額
（
」
に
改
め
る
。

本
則
の
次
に
次
の
附
則
を
加
え
る
。

附

則

条
例
附
則
第
十
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
職
員
に
対
す
る
第
四
条
第
二
項
第
一
号
の
規
定
の
適
用

に
つ
い
て
は
、
当
分
の
間
、
同
号
中
「
別
表
二
の
額
」
と
あ
る
の
は
、
「
別
表
二
の
額
に
百
分
の
七
十

を
乗
じ
て
得
た
額
（
そ
の
額
に
、
五
十
円
未
満
の
端
数
を
生
じ
た
と
き
は
こ
れ
を
切
り
捨
て
、
五
十
円

以
上
百
円
未
満
の
端
数
を
生
じ
た
と
き
は
こ
れ
を
百
円
に
切
り
上
げ
た
額
）
」
と
す
る
。

附

則

１

こ
の
訓
令
は
、
令
和
五
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

２

地
方
公
務
員
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
令
和
三
年
法
律
第
六
十
三
号
。
以
下
「
改
正
法
」
と

い
う
。
）
附
則
第
四
条
第
一
項
又
は
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
採
用
さ
れ
た
職
員
に
対
す
る
こ
の
訓
令
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に
よ
る
改
正
後
の
職
員
の
給
与
に
関
す
る
規
程
（
以
下
「
改
正
後
の
規
程
」
と
い
う
。
）
第
四
条
第

二
項
第
一
号
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
号
中
「
別
表
二
」
と
あ
る
の
は
、
「
別
表
三
」
と
す

る
。

３

改
正
法
附
則
第
六
条
第
一
項
又
は
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
採
用
さ
れ
た
職
員
は
、
改
正
後
の
規
程

第
四
条
第
二
項
第
一
号
に
規
定
す
る
定
年
前
再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員
と
み
な
す
。

◉
東
京
都
議
会
議
長
訓
令
第
六
号

東
京
都
議
会
議
会
局

地
方
公
務
員
法
第
五
十
七
条
に
規
定
す
る
単
純
な
労
務
に
雇
用
さ
れ
る
職
員
の
旅
費
規
程
（
昭
和
五

十
四
年
東
京
都
議
会
議
長
訓
令
第
二
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

令
和
四
年
六
月
二
十
二
日

東
京
都
議
会
議
長

三

宅

し
げ
き

た
だ
し
書
中
「
非
常
勤
の
者
」
を
「
非
常
勤
職
員
」
に
、
「
第
二
十
八
条
の
五
第
一
項
」
を
「
第
二

十
二
条
の
二
第
一
項
第
二
号
に
掲
げ
る
職
員
及
び
同
法
第
二
十
二
条
の
四
第
一
項
」
に
改
め
る
。

附

則

１

こ
の
訓
令
は
、
令
和
五
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

２

地
方
公
務
員
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
令
和
三
年
法
律
第
六
十
三
号
）
附
則
第
六
条
第
一
項

又
は
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
採
用
さ
れ
た
職
員
は
、
こ
の
訓
令
に
よ
る
改
正
後
の
地
方
公
務
員
法
第

五
十
七
条
に
規
定
す
る
単
純
な
労
務
に
雇
用
さ
れ
る
職
員
の
旅
費
規
程
に
規
定
す
る
短
時
間
勤
務
の

職
を
占
め
る
職
員
と
み
な
す
。

◉
東
京
都
議
会
議
長
訓
令
第
七
号

東
京
都
議
会
議
会
局

職
員
の
勤
務
時
間
、
休
憩
時
間
等
に
関
す
る
規
程
（
昭
和
三
十
九
年
東
京
都
議
会
議
長
訓
令
甲
第
一

号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

令
和
四
年
六
月
二
十
二
日

東
京
都
議
会
議
長

三

宅

し
げ
き

第
二
条
第
三
号
中
「
再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員
」
を
「
定
年
前
再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員
」
に
、

「
第
二
十
八
条
の
五
第
一
項
」
を
「
第
二
十
二
条
の
四
第
一
項
」
に
改
め
る
。

第
三
条
の
二
（
見
出
し
を
含
む
。
）
及
び
第
四
条
の
二
中
「
再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員
」
を
「
定
年

前
再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員
」
に
改
め
る
。

附

則

１

こ
の
訓
令
は
、
令
和
五
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

２

地
方
公
務
員
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
令
和
三
年
法
律
第
六
十
三
号
）
附
則
第
六
条
第
一
項

又
は
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
採
用
さ
れ
た
職
員
は
、
こ
の
訓
令
に
よ
る
改
正
後
の
職
員
の
勤
務
時
間
、

休
憩
時
間
等
に
関
す
る
規
程
第
二
条
第
三
号
に
規
定
す
る
定
年
前
再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員
と
み
な

す
。
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